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ハ ンテ ィ の叙事詩
｢ いと し い勇 士 - 下界 の 商人 ･ 上界 の商人 に ま つ わる聖 なる物 語+
斎藤君子
ハ ンテ ィ に つ いて
′｢ンテ イ (旧称オ ス チ ャ ー ク) は ウラル 語族ウ ゴ ー ル 語系 の民族 で ､ 西 シ ベ リア の オ ビ
川流域に居住して い るo マ ン シ (旧称ヴォ グ ー ル) とともにオ ビ ･ ウゴ ー ル とも呼ばれ るo
人 口は 11,4 00人 (1989年) で ある｡ 19世紀末 から20世紀初頭 における伝統的生業は狩
猟と漁捧で ､ 冬は集落に住み ､ 春に なると漁場 - 分散する半定住生活を送 っ て い た｡ それ
に加 え､ 北で は輸送用 の トナカイ飼育､ 南ではイ ラ ン 民族 の 影響で家畜の飼育や農耕も行
つ てきたo 現在も人 口 の 70パ ー セ ン トが 半定住生活 を送 っ て い るo 家族 は男を家長 とす
る男系家族 で ､ 数組 の夫婦が 一 つ の 家で共同生活 を送 っ てきたo 集落の 決め ごとは寄り合
い の 場で話 し合われ､ 捷 を被 っ た者は罰せられたo 寄り合い には だれが参加 して もい いが ､
決定権を持 つ の は成人男子だ けで ある｡
ロ シ ア人 との交流 は早 い o 16世紀末にすビ河流域が モ ス クワ 公国に併合され声と､ ロ シ
ア人に よる都市建設が始 まり ､17世紀末に はすで に ロ シア人人 口が原住民 の人 口を上回る｡
1989年現在､ ハ ンテ イ ･ マ ン シ 自治区にお ける民族別人 口構成は ロ シア人 66パ ー セ ン ト､
ウク ライナ人 11. 6 パ ー セ ン トに対 し､ - ンテ ィ はわずか 0.9 パ ー セ ン ト､ マ ン シに い た っ
て は 0･5 /1 - セ ン トで しか ないム 原住民と ロ
‾
シア人､ タタ ー ル 人と の混血 も進み ､ 民族文
化 の 存続が危曝される中､ 保存運動も野性化 して い る ｡
ハ ンテ ィ の社会組織の特徴に フ ラ トリ ー が ある｡ 北 の住民た ちは熊､ 杉､ カ ラ マ ツ を祖
先とする Po rと､ Kalta 8'と いう女(人々 の前に姿を現すときは兎や雌 の ガチ ョ ウに変身す
る) と.白樺を祖先とする Mos
'
の 2 つ の プ ラ トリ ー に分かれ ､ フ ラ トリ ー 内 の成員は互 いに
血縁関係 にあ るとされ ､ 結婚は禁止 されて い るo こ の ことは彼 らの 世界観や口承文芸全体
に大きな影響を及 ぼして い る. 各フ ラ トリ ー の 成員は儀礼 と聖 なる説話 の秘密を守る こと
が義務とされて いた｡ 他方､ 東 の ハ ンテ ィ は 3 つ の グル ー プに分 かれ､ それぞれが へ ラジ
カ ､ tf:- バ ー ､ 熊 を自分たちの祖発と卑な して い る｡
口承文芸と関係 の深 い伝統的儀礼と して ま っ さきに挙 げなければならない の は熊祭りで
ある. ハ ンテ ィ の説話 では ､ 熊 は天上で誕生 した ことが強調され七いて ､ 熊に対する崇拝
が随所 に認め られる o 熊祭りに は療を仕留 めた ときに行われ るも の とこ 周期的 に行われ る
もの とが あるo⊥前者の場合､ 祭り の 月数は仕留めた熊の雌雄に よ っ て異 なり
､
､ 雄熊 の蓉合
は 5夜､ 雌熊 は 4準､ 仔鰍j=2夜､ ない しは 3硬で あるo 祭り甲場で伝承きれ る熊の説話
に対する人 々 の 態度は真剣そ甲√もの で ､ こ の 出し物を女や若い男が演 じる ことは タブ ー と
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されて い るo 帽子や ス カ ー フ で頭を覆い 隠 した3人 の男に よ っ て熊 の前で演 じられ る｡ 中
央が ボ ー カル で､ 脇の 二人は これ を反復する役を担 っ て い る｡ 女役を演 じるときは ､ 演者
は自分の服 の上か ら女の服を着て ､ 倣面を付ける ｡ 祭りの 最終日 には社会的､ 宗教的に深
い 意味 を持 つ ミ ス テリ - が夜明け前まで演 じられた o 最後に は熊の 肉を煮て食べ ､ 頭部は
さま ざまな儀式を施 したあと､ 聖なる地 - 運 び､ 木 に掛 けて 天 上の 国 へ 送る o
周期的に催され る熊祭りは ､ ｢聖 なる町の 翁+ が住む とされ る､ ポ ル の 中心集落 ｢聖なる
町+ にお いて行われる｡ こ ちらの熊祭りは 7年間連続 して 1 2月末から春分までに開催 し､
あとの 7年間は疎む｡
口乗文芸に つ いて
ハ ンテ ィ の 口承文芸をジャ ン ル別 に分類す るこ とはきわめ て 困難である｡ 神話 と昔話 を
区別する こ とすら容易ではな い ｡ す べて の ジャ ンル が その信悪性 を信 じられて い るばかり
か ､ 英雄叙事詩だけで なく ､ - 連の神話や伝説も歌われ るか らで あるo また､ ハ ン≠ィ の
口承文芸の 特徴と して ､ 同 じ内容の物語が あるとき娃韻文で語られ､ あるときは散文で語
られる｡ その 中間的形式でリズ ミカ ル に ､ 歌うように語 られ る こともある｡ 同 じ説話が 聞
き 手 の構成や語り手の 資質などに よ っ て散文で語 られたもの を便宜的に昔話と呼ぶ ｡
ジャ ンル分類
1 聖なる叙事詩 (神話)
文化英雄 (翻訳困難な名 前をもつ) が活躍する説話で ､ 祭り の場で伝承される もの ｡ 熊
祭り で歌われ る ､ 熊 にまつ わる神話や ､ 本稿で取り上 げる ､｢い としい勇士 - 下界 の商人 ･
上界 の 商人にまつ わる聖なる物語+ もこ の ジャ ン ル に属す る｡
2 英雄叙事詩
特定の 地名が しば しば登場するo 敵は魔物で はなく ､ 花嫁 の親族である点がこ の 民族 の
英雄叙事詩の 特徴である｡ 結末で英雄がその 土地 の守護霊に なっ たと語り伝えられる｡ あ
るもの 娃神話化 し､ あるもの は昔話化する傾向が みられ るo
3 精霊との 出会い に まつ わる話
叙事詩に つ いて
儀礼性
神話や英雄叙事詩の 吟唱は本来 ､ 儀礼的な行為であ っ た｡ 霊的存在が い る場で ､ すなわ
ち儀礼 の場で ､･彼 らをたた えるために演じられたの が こ の民族の叙事詩の 特徴で あるQr 聖
なる物語はディ テ ー ル を省略 せず､,完全に語らねばならなか っ たo その結果 ､ 時を隔て て
記録 したテ キス トや ､ 異なる伝承者から記録 したテ キ ス トが ほとん ど 一 字 一 句そ っ く り で
ある こともまれでは ない ｡ 聖なる部分 ､ たとえ ば､ 大地 の誕生にまつ わる神話の 結末部や､･
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発条 りの 重要な構成要素の 一 つ である ､ 熊誕生 の 由来を聞く ことは成人男子だけの特権で
あり ､ 女や 子供 に柱許されなか っ たo 祖先や儀礼 の起蘇 にまつ わ る説話も他 の フ ラ トリ ー
の成員に 聞かせて 壮ならない とされて いて ､部外者に対 して語 る場合は粗筋だけに した り ､
聖なる 部分を省略 した りするo
V ･ シ ュ タイ ニ ッ ツは ハ ン テ ィ の説話 を記録 したとき に遭遇 した ､ 次 の ような興味深 い
逸話 を伝えて い る｡ 老 ハ ン テ ィ は ポル の 7人の 石 目女に関する部分は 歌 っ た ｡ そ の あと歌
う の を止 めて ､ 語 りだ したo ポル とモ シ の フ ラ トリ ー 名 を部外者に隠し､ ポル の女た ちの
代 わ りに ､ ｢ペ リ ー を集めて い た女た ち+ を登場 させた｡ シ ュ タイ ニ ッ ツが これは ポル の 女
た ちではな い の かと問 いただすと､ 語 り手は それを否定 した｡ とこ ろが 翌日 ､ ｢メ ロ ディ を
記録 した い の で ､ 何行 かもう ー 度歌 っ てほ しい+ と頼むと､ 歌の 中で はポル の女たち･t 呼
ん だo
儀礼性と の関係 では ､ ｢昼 日中､ 説話を語る と毛が抜ける+､ ある い は ｢記憶を失う+ と
するタブ ー も知られて い るが ､ 現実に は こ の タブ - は しば しば破られ ､ 人 々 は舟で の 長旅
の ときな ど､ 叙事詩を語 っ て退屈 を凌い だ｡
叙事詩を演ずる前に あらか じめ子供たちに謎なぞを出 し､ 答える こ とが できた数に応 じ
てそ の 子に物語を吟 じてや る約束をする習わしもあ っ た ｡
ヴァ シ ュ ガ ン川で は説話 の伝承 にまつ わる興味深 い習俗が記録 されて い る｡ 共同の鍋で
煮たライ チ ョ ウの頭 を食 べ た人 は説話 を語 る こ とを義務づ けられた とい うの で ある｡
語りの 場の雰 囲気
1 人称 ､ すなわ ち精霊 の言葉と して演じる こ とに より ､ 聞き手を遠い昔に い ざなっ た｡
歌 い手も聞き手も エ ク ス タ シ ー に近い状態に陥っ た｡ 単調で終わり の ない モ チ ー フ ､ 何行
にも及ぶ繰り返 し ､ 節全体の繰り返 しな どによ っ て ､ そう した状態を作り出 した｡ 延 々 と
続く吟唱は歌い手と聞き手 を周囲 の現実か ら切り離 し､ 物語が終わ っ て我に戻 っ たとき に
は ､ 自分たちも世界秩序も蘇生 したか の ような気分に なれ たo 叙事詩の 吟唱には 一 種の 浄
化作用とでも呼ぶ べ き効用があ っ たとい える｡ 天地創造に まつ わる聖なる神話を語る とき
は ､ 語り手は晴れ着を着､ テ ー ブル の 上 に呪物 を置 い た｡ 男たちほ耳を
.
懐け､ うやうや し
く これに聞き入 っ た｡ よく聞 いて いな い聞き手に はなんらか の罰が 当た っ た｡
人 々 は説話の 中で活躍する善良な勇士 たちが今も生きて い ると信 じて い て ､ ある人は あ
る主人公 の身を案 じ､ また ある人は別 の主人公 の身を案じて いて ､ 自分の勇士が戦い に負
けると､ ｢なぜ彼 を滅ぼ した !+ と嘆く去
｢テ ン ダタケ の歌+ と いう のもあ っ た｡ 自分をエ ク ス タ シ ー 状態に導く ため にテ ン ダタ
-ケ を･食準 ､ ≦ テ ンダダケが 自分に歌づ てくれた歌を聞き手 のため に歌うの であるo
このように ､ 叙事詩 の吟唱綾独特な熱気 の 中で の み可能で あり ､ 伝承 の場は守護霊と熊
の ための祭り ､ 婚礼､ 市など､ ≡年に せ いぜ い数回に限られた｡
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文体上の特徴
オ ビ ･ ウ ゴ ー ル の 叙事詩に 見られ る文体 上の特徴は対句法 ､ 頭韻法 ､ 同意語反復 ､ 比噛
が頻繁に用い られる こ とである｡ 本稿で紹介する ｢い と しい勇士 - 下界 の 商人 ･ 上界 の商
人に つ い て の聖なる物語+ の 冒頭部分からいく つ か例 を挙をヂようo
* 対句法 : ト 本 の木もなき大地 ､
一 本 の 革もなき大地で+ ｢神 トル ム ､ 神 エ トイ ム+ ｢下
界の 商人 ･ 上界の商人+ ｢そ の妻で ある雁 ､ 妻である鴨+ ｢何百年もの冬 の 日々 ､ 何 百
年もの 夏の 日々+ ｢酌み 尽くせ ぬ ビ ー ルが の っ たテ ー ブル に つ き ､ 酌み尽くせ ぬ蜜酒 の
の つ たテ ー ブル に つ いた+
* 頭韻法 ､ 枕詞 :｢い と しい勇士+ ｢ひ ょ ろ長き死人+ ｢やせ細 っ た 死人+
* 同義語反復 :｢良き娘を持 つ 者は良き娘に捨て られ ､ 良き息子 を持 つ 者は良き息子に捨
て られ る+ ｢何 百という花嫁 の 晶､ 何百とい う年頃の 娘の品+
* 比喰 :｢シ ロ ザケの鱗 ほ どの小さな矢+｢木の葉ほ どの小さな矢+｢天 の氷の ように白い ､
天 の 雪の よう に白い パ ー カ ー +
英雄叙事詩の 基本テ ー マ と物語の 舞台
求婚ない しは あだ討ち､ 他の勇士や他種族との闘い を目的とした勇士たちの行軍であるo 神
話的存在との闘い をテ ー マ とする物語はまれである｡ 物語は勇士 の出発か ら始まり､･他の 町 ､
他の 土地 - の到着､ ない しは帰宅で終わる｡ 物語の舞台となるのは地上の世界で ､ 具体的地名
が 登場する場合が多い ｡
伝東着
マ ン チ エ ･ ク (艶話 の伝承 乱 直訳は ｢語る人+) は自分の話 し相手の 肉体的 ､ 精神的状
態を感じ取る能力があり ､ 呪医で もあっ た｡ 治療の 間､ 語り手と患者は焚き火を挟み ､ 向
か い合っ て座 るQ たとえば ､ 物語 の 中で主人公が犬やその他 の動物 に対する接 し方 の捷 を
破り ､ 病気に なっ た とす るo 聞き手である病人がそ の個所で ほ っ と したとすると ､ それで
原因が究明された こ とに なる｡ 病人が自分の犯 した罪を自覚すれ ば､ 回復に向かうo
マ ン チ エ ･ ク 脚今喝する こ とに よ っ て ､ ある い は 3弦か 5弦の楽器を奏で る ことに よ っ
て蓋 を呼び出し､ 病気 の治療を した｡ 楽器 を売るこ とは魂を売るこ とに等 し いとみなされ
る｡ 楽器 を演奏する技は精霊か ら伝授 されたもの であり､ 技の 習得に は厳 しい試練を必要
とする｡ 楽器の演奏はだれにでもできる こ とでは なく ､ 精霊と交信でき る者に限られるo
也
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あらすじ
主人公 の勇士は ロ シア の 品物 を扱う商人 で ､ 妻との 間に 一 人娘を授か る ｡ 妻は幼い娘が
成人 したときに備え､ 禾に嫁 入り支度を調 えるように言い ､ 衣装や道具で物置を満たす｡
その ころ ､ 北の オ ビ湾から死者 の国 の主が舟に乗 っ て や っ てきて疫病を広 め ､ 子供たちを
連れ去 るとい う噂が届く. 主人公 の 一 人娘も命を落とすo 主人 公は商い を投をヂ出し､ 悲 し
み にくれる｡
やがて 立ち直っ た主人公 は馬棒に乗 っ て旅に出 る｡ オ ビ川 を遡 る途中 ､ 白 い トナカイが
曳く棲に乗 っ た男と出会う｡ 主人公 は自分 の商品を毛皮と交換するた め ､ 男の家 - 向かう｡
途中で 死人が塞 から出てく るが ､ 同行 わ男が主人 公を隠し､ 死人は 立ち去 る｡ さらに 二度
死人が出現す るが ､ やは り同行 の男に助けられる ｡
男 の家に着いた主人 公は ､ 男 の妻が 自分の 死んだ娘である こ とを知 る｡ 男の 父親で 死者
の 固め主 で ある老人 の ロ から ､ 若い 娘や息子 を持 つ者が前も っ て婚礼 の支度をして はなら
ない のだ と聞か される o 主人公は それを知らず娘の嫁入り支度を したため ､ 娘を死者の 国
に連れ去 られた のだo 主人公 は娘婿 の家で歓待されて暮らすうち故郷が恋 しくなり ､ 家に
帰る こ とにす る｡
帰路 ､ 再び三度死者に会 い 追い かけられ るが ､ 婿がくれた トナカイ のお かげで逃げきる｡
人間界と同 じく太陽と月 が 照る世界に来る｡ トナカイたちは こ こ で力 尽きて動けなくなり ､
ひとつ の切り株か ら生 えて い る七本の 白樺の周囲を回 っ てく るよう ､ 主人 公 に言う｡ 途中
で兎の毛皮の ように白 い老婆と出会い ､ 老婆の家 - 行く｡ 老婆は新 しい 靴を与え､ 主人公
を送り出す｡ トナカイ の とこ ろに戻 ると､ トナカイたちが元気 を取 り戻 して い るの で ､ 再
び トナカイ棲に乗 り ､ 銅の 町にや っ てく る｡
銅 の 町の住人にトナ カイ を切り刻まれるが ､ 主人公 はそれ を蘇 ちせ ､ 旅 を続ける｡ 次に
訪れ る銀 の町 ､ 金 の 吋でも同 じこ とが起き るが ､ 主人 公は トナカイ を蘇らせ るo 金 の町 の
男が書きつ けをくれ ､ 自分の 柳 こ戻 っ たら祭り の場でみんなに読め と言う｡
金 の町 から帰る途中､ ひ とりゝ の 男がもうひとり の男を押えつ け､ 飽 で削 っ て い るさまや ､
ひとりがもうひとり を砥石 の 上にの せて 砥 ぐさまなど､ ふ しぎな光景を目にす る｡ トナカ
イが主人 公に彼らの 前世 の 暮ら しぶ りに つ いて 話 し､ こ の世 の摂理 を説く｡
人間界に戻 っ た主人公 は妻と喜びの 再会を果たす｡ そ して祭E=こ金の 町で与 えられた書
き つ けをみんなの前で読み上伊る｡ そ こ には天神 が彼 を聖な る岬に任 じたと記されて い るo
主人公とそ の妻は雁 に姿を変えて任地 へ 飛ん で いく｡ 天神は聖なるカ ラ マ ツ を岬に下ろ し
そ の 上に町を鏡に 吊る して 下ろす｡ 主人公 とそ の妻は こ こ で何不自由なく幸せ に暮らす｡
テキス トの梗概 予 r
1) 一 本 の 木もなき大地 ､ 一 本の 革もなき大地で1､ 神 トル ム ､ 神 エ トイ ム2は い と しい
勇士 - 下界の商人 ･ 土界の 商丸Bと､ そ の妻である 雁 ､
丁妻で ある噛勺こた ゥ た ひとり一 の娘を
- 14 -
定めた｡･ いと しい勇士 - 下界 の商人 ･ 上界の 商人は何百年もの 冬 の 日々 ､ 何百年もの 夏の
日 々 ､ 下界 の 商人の 道 ･ 上界 の商人の道をあるいて い る｡
ちち てて
あるとき ､ 彼 の偉大なる天 の父親 ､ 彼 の偉大なる天 の 父親が天に捧げる大きな祭り ､ 大
地 に捧をヂる大きな祭 りを催 した . 彼 ら娃酌 み尽く せ ぬ ビ ー ル が の っ たテ ー ブル に つ き ､ 酌
み尽くせぬ蜜酒 の の っ た テ ー ブル に つ いた ｡ 雁 の ように ､ こ の 上なくうまい 肉片 を選び ､
鴨の ように ､ こ の 上なくうまい 肉片を選 びなが ら､ 彼 の 妻が 言 っ た｡
｢い としい勇士 - 下界の 商人 ･ 上界の 商人 よ､ あなたは ロ シア 人の高価な品物 ､ ロ シア 人
の 高価な持ち物を売り買い して いますo 神 トル ム ､ 神 エ トイ ム に よ っ て
一 人娘が わた した
ちに授けられま したo 将来 ､ 川 の どこか の 果て に住む勇士 のもとからL､ 大地 の どこ か の 果
て に住む勇士 のも とか ら､ あの 子 をもら いに婿礼の行列が や っ てく るで しょうo もしも夏
にわたしたちの娘 をもらい に来 るなら､ あの 子をからの舟に乗 せる こ とに なり ､ も しも冬
に来るなら､ からの棒に乗せ る こ とになり ます｡ あなたは あちこ ち歩き ､ ロ シア 人の高価
な持ち物を売り ､ ロ シア人 の高価な品物を買 っ て い ます｡ あの子に何百とい う花嫁衣装を
調 えるために ､ 品物の 中か ら布 を取 り分けて お い ては どうで し ょう!+
彼らが過 ごした夜々 をだれが数えよう｡ 彼らが過 ごした日々 をだれが数えよう｡ 彼は折
を見て は ロ シ ア人の 高価な持ち物 ､ ロ シア人の 高価な品物 の 中から布切れを
一 枚ずつ 取り
分けた ｡ こ の ように して カラ マ ツで作 っ た六本の杭を財で満た し､ こ の よう に して擬で作
っ た六本 の杭5を財で満た したo
2) 羊う して彼らが暮ら し､ 生活 して い ると ､ 大勢の男たち､ 大勢の女たちが立ち寄っ
て ､ 彼らに言う｡
｢北の海6の 入り江から ､ 白樺皮の舷持 つ ､ あまた の舟が漕ぎ出した｡ 舟は轟音をあげ､ オ
ビ川沿 い の 六 つ の 町々 ､ オ ビ川沿い の 七 つ の町身 を進ん でくる o 良き娘を持つ 者柱良き娘
に捨てられ ､ 良き息子を持 つ 者は良き息子 に捨て られ る+ と｡
こうした知 らせが広まり ､ こうした噂が広まっ た｡ 早く もあまたの舟は い とし い勇士 -
下界の 商人 ･ 上界 の商人が住んで い た村々 の果て まで ､ 町 々 の果てまで到達した｡ シ ロ ザ
ケの 鱗ほ どの大きさの 矢で幼い娘を射､ 幼い 息子 を射る
7
･
o
彼らが夜々 を過 ご し､ 彼らが日々 を過ごす間に ､ 神 トル ム ､ 神 エ トイム が彼 らに授けた
一 人娘もまた シ ロ ザケの鱗ほ どの小 さな矢で射られたo 木の葉ほ どの小 さな矢で射られたo
い と しい勇士 - 下界の 商人 ･ 上界の 商人は妻である雁とともに ､ 妻である鴨とともに ､
苦い涙に打ちひ しがれ ､ 悲 しい涙に打ちひ しがれ る｡ 何百とい う花嫁の 晶 ､ 何百 とい う年
頃 の娘の 晶をどこ - しまえばい い の だろう｡ 彼女の身体に どれだけ着せ ､ 彼女の 身体をど
れだけく るんだこ とか｡ 残 り の 品ほ森の か なた - 運び ､ 野の かなた へ 運び
8
､ 彼女の 墓に入
れたo 娘が森の かなた ､ 野 の かなたに運 ばれると,
∴
彼 ら結三度泣い て座り ､､三度嘆い て座
る｡ こ う して七晩過 ごし､ こうして 七 日過ごした ｡､
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3) 幾多の冬 の 日々 が過 ぎ､ 幾多の夏 の 日 々 が過ぎ､ 彼 は上界 の愉快な商人 の道 ､ 下界
の愉快な商人 の道をす っ か り投げ出 した｡
それから妻と夫は 百の悲 しい思 い を忘れ ､ 幾多の つ らい考えを忘れ て い っ た｡ あるとき
妻が 言 っ た｡
｢い つ までわた したちは悲 しい思 い を抱 い て座 っ て い るの で し ょう｡ 彼女は けっ して戻り
は しませ ん o 一 頭 の捕獲 した獣 ､ 一 匹 の捕まえた魚で ､ わた した ちが百日暮らす分だけあ
るで しょ うか+
｢そ の とお りだ､ 妻よ+
い と しい 下界の 勇士 ･ い と しい上界の 勇士 は二頭の馬 の旅支度 をし､ ロ シア人 の高価な
品物 ､ ロ シ ア人の 高価な持ち物を二 つ の棲に積み こ んだ｡ 馬 を棲に繋ぎ､ 妻と首 の かたき
く ちづ けを鼻に交わ し ､ 百の かたきく ちづ けを耳に交わ した｡ そ して い と しい下界の 勇士 ･
い と しい 上界の勇 士壮北の オ ビ川 - と向か っ たo 彼は 七晩進み ､ 七 日進み ､ 階が秋 の夜の
ような ､ 夕映えが真 っ 暗な遠い 地にやっ て きた｡
さらに馬 を駆り 立て ､ 永 い こと進み ､ 短 い こ と進むうち､ 何者か の姿が ちら つ くの が見
えたc トナカイ棲が近 づ い てきた｡ 天 の氷 の ように白 い ､ 二 頭 の去勢トナカイが曳く棲に
は天 の氷 の ように 白い ､ 天 の雪 の ように白 い パ ー カ ー を着た男が乗っ て い るo
｢おまえ はなぜ旗 をして い るの か､ なに を運 んで い るの か ?+
｢なにを運んで い る の かだと? ロ シ ア人 の高価 な品物 , ロ シ ア人 の高価な持ち物を運ん
で い るの だ+
｢お まえの持 っ て い る ロ シア人 の高価な品物 ､ ロ シア人 の 高価な持 ち物 と交換 しようでは
ない か+
｢交換しよう｡ お まえの赤い獣 の 毛皮､ 黒 い獣の毛皮は どこだ ?+
｢わたしの 赤い 獣 の毛皮､ 黒 い獣の 毛皮は家に ある｡ わた しの 土地 へ 行こ う｡ わた しの 土
地はすぐそ こだ+
4) 彼は男の跡を追っ た ｡ 天 の 氷の ように 白い ､ 天の 雪 の ように白 い トナ カイたちはひ
しやく ほ どの大きさの 雪の 塊､ 茶碗ほどの大きさ の雪の塊を蹴 っ て いく o い と しい下界 の
勇士 ･ い とし い上界の 勇士 はだれかが木々 を根こ そぎ引き ぬきなが ら近づ い てく るの を耳
に した｡ 芯の堅 い木 で あれ ば､ . 真 っ 二 つ に折れ､ 芯が柔らか い木で あれば ､ 風に吹かれる
ようにぎわぎわたわむ ｡ 道案内人は トナカイを止 めて ､ こ う言 っ た｡
｢さ臥 い と しい 下界の勇士 ,A.い としい 上界の勇士 よ､ 速くわた しの トナ カイ ども の顎 の
下に立 ちなさい+
彼藩坤 懲 とトナカ イ ども の顎 の 下に隠れる と､ 何者かが墓 の端 からすっ く と立 ちあが っ
た. ひ ょ る長き死人 ､ やせ細 っ た死人だ っ たo 死人は笑っ た o
｢ェ へ へ ､ 川 から川 - の さすらい人 ､ 土地か ら土地 - の さすらい人 よ ､ 潜まえはおれ に新
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鮮な肉､ 新鮮 な血 を運ん できた+ 9
トナカイ 棲の 男が そ っ と言 っ た o
｢わた しは神が指示されたとこ ろ へ 運んで い る のだ｡ 神が指示されない とこ ろ - なぜわた
しが運ぶ のか ? ロ シ ア人 の高価な持ち物 ､ ロ シ ア人の 高価な品物 をわた しは後ろに積ん
で運んで い る｡ 必要とあらば取 るがい い+
墓 の端か ら出て きたひ ょ ろ長き死人 ､ 墓 の端か ら出て きたや せ細 っ た死人は身体 を折り
曲げ､ あ っ ちをの ぞきこ み ､ こ っ ちをの ぞき こみ ､
｢いや ､ こ れは い らぬ+
と言 っ てきびすを返 し､ 立 ち去 っ た ｡ トナ カイ橿に乗 っ て い る男が言 っ た ｡
｢さあ､ 棒に乗 っ てくださ い+
彼 は い かにす べ きか ､ 思 い巡らす｡ 乗れば災難が 降り かか る ､ 乗らなく て も災難が降り
か か る｡ 『永遠に己が魂を身に つ けて い る こ とが できる とでもい うの か』
10 棲に乗 っ た ｡
永 い こ と進み ､ 短 い こ と進 むうち､ また し
‾
ても根 っ こ の つ いた木々 を引 っ こ抜き ､ 枝の
っ い た木 々 を引 っ こ抜きながら､ 何者かがや っ てくる ｡ 前を行く男がトナカイ を止 めて ､
言 っ た｡
｢早く トナカイたちの腹の 下に立 っ てください+
い と しい下界と上界の 勇士 は トナカイ の腹の 下に立 っ た ｡ ひ ょ ろ長い死人 ､ やせ細 っ た
死人が墓 の端か らす っ くと立ちあが っ て ､ 笑 いだ した｡
｢ェ ヘ へ
､ 川か ら川 - の さすらい 人､ 土地から土地 へ の さすら い人よ ､ おまえはわた しに
新鮮な肉､ 新鮮な血 を運ん できた+
トナカイ榛の男がそ っ と言 っ た｡
｢ゎた しは神が指示されたとこ ろ へ 運ん で い るの だ｡ 神が指示されない とこ ろ - なぜ運ぶ
の か ? 必要とあらば取るが い い+
墓の 端か ら出てきたひ ょ ろ長い 死人 ､ 墓 の端か ら出て きた細い 死人は身体を折り曲げて
の ぞきこみ ､
｢いや ､ これは い らぬ+
と言 っ て きびすを返 し､ 立ち去 っ たo トナカイ榛に乗 っ て い る男が言 っ たo
｢さあ､ い と しい 下界の 勇士 ･ いと しい上界の勇士 よ ､ 馬棲に乗っ てください+
彼は棲に乗 っ た｡ トナカイが駆 けだ し､ そ の後ろから馬が駆ける｡ 永 い こ と進み ､ 短 い
こ と進み ､ また しても何者かがやっ て 来る のが聞 こ える｡ 前を行く男が また トナ カイ ども
を止 めて+ そ っ と言 っ た｡
｢さあ､ トナカイたちの蹄の上に立 っ てく
■ださい+
い とし い下界 ･上界の勇士 は トナカイ どもの蹄の上に の ?た｡ 死人が根 っ こ の つ いた木々
を引 っ こ抜き ､ 枝の つ いた木々 を引 っ こ抜きなが ら駆 けよ っ てきて ､ 笑いだ した｡
｢ェ へ へ
､ 愛するい と しい勇士 よ ､ おまえはわた しに新鮮な肉､ 新鮮な血を運ん でき卑+
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トナカイ 壌の男がそ っ と言 っ た ｡
｢ロ シア人 の 高価な持ち物 ､ ロ シア人 の 高価な品物 をわた しは後ろ に積んで 運ん で い る｡
必要とあらば取 るが い い+
墓の端 か ら出て きた ひ ょろ長 い 死人 ､ 墓の 端から出てきたや せ細 っ た死人は身体を折り
曲げ ､ あ っ ちこ っ ちの ぞき こ み ､
｢いや ､ これは い らぬ+
と言 っ て きびすを返 した｡ トナ カイ棲に乗 っ て い る男が言 っ た ｡
｢さあ､ い としい 下界 ･ 上界の勇 士 よ ､ 出掛 けま しょう+
5) い と しい 下界 ･ 上界 の勇士が 榛に乗 ると､ トナカイ どもが駆けだ した｡ 彼らはそれ
ほ ど永 い こ と行かな いうちに ､ 納屋 の ある家の そ ばにや っ て きた｡
｢い と しい下界 ･ 上界の 勇士 よ ､ 中に入 っ てください+
■と トナカイ 壌の男が言 っ た｡
い と しV
J
､下界 ･ 上界の 勇士 は橿を下りて 中に入 っ た..
`
上座に は老人が座り､ 棚が ある側
に は女が 座 っ て い る｡ 上座に座 っ て い る老人が 言 っ た｡
｢あなたは戸 口 に立 っ て い る ためにや っ て きた の ではありますま い ｡ . お入りなさい ､ お入
りなさい+
い としい 下界 ･ 上界 の勇士 が 中に入 っ て 腰を下ろす と､ 老人が言 っ たo
-
｢こ の川 から川 - の さすらい人 ､ こ の 土地 から土地 - の さすらい人は い っ ま で汗を乾か し
て いなければならぬ の か11+
すぐさま女は水仕事 ､ 食事 の支度に取りか かり ､ あ っ ち - 行き ､ こ っ ち - 行きする｡ い
と しい下界 ･ 上鼻ゐ勇士 は女を頭か ら足まで眺め回 した｡ 女の 姿､ 女の形 ､ 着て い る服 ､
着て い る衣装から見て ､ これは我が 娘の ようだc 女は水仕事 を終え､ 食事の支度を終えた.
ビ ー ル の の っ た魔法 の テ ー ブル ､ 蜜酒 の の っ た魔法 のテ ー ブル が置かれた｡
｢さあ､ お客人 ､ 上着を脱 い で座り ､ 飲み食い してくださ い+
と老人が言 っ た｡
彼 らは座 っ て飲み食い した o い としし｢下界 ･ 上界の勇士は
一 切れ取 っ ては じ っ と女を見
っ め ､ 二 切れと っ て は女から目を離せな い で い る｡ 彼を乗 せて きた男が 言 っ た｡
｢なぜあなたはわた しの妻を見て い る の ですか+
｢どう して見ずに い られ よう｡ 神は よく似た人をお造りに なっ た らしい ｡ 彼女が着て い る
服 ､ 着て い る衣装 ､ 彼女の姿､ 彼女の形 ､ どこ か ら見て も､ まさ しくわた したちの娘の よ
うだ+
ニ人は たが い に駆柑寄り ､■抱きあい ､ 口づ け しあい ､ 三度泣き､ 三度涙を流 したム 連れ
てきた男とそ の 父親で ある老人が言づ た.
｢あなたたちは いくち泣く の･だ ､･わめく のだ去 我が昇12､ い と しい 下界 ･ 上界の勇士 よ ､
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さあ､ 聞くが い い o 娘をも つ者 は花嫁の 何百とい う晶を前もっ て調 えて はならぬo 息子 を
も つ 者は花婿 の何百という品を調 えて はならぬo 神は そう した こ とがお嫌い な のだo あな
たは 自分 の 土地で暮らして いた とき､ 自分の娘の ために花嫁 の何百とい う品､ 年頃の 娘の
何百という晶 を調 えたo あなたは妻とこ う話 し合 っ たo 『将来 ､ どこ か の勇士 の もとか らい
く つ もの川を越え ､ いく つ もの 土地を越 え､ 婚礼 の行列がや っ てく るだろう｡ も しも夏に
婚礼の 行列が来 るとしたら､ 我が娘をか らの舟に乗せ るこ とになる｡, も しも冬に婿礼の行
列が来るとしたら､ 我が娘をからの棲に乗せ る こ とになる』 と｡ わた しは こ のやりとり を
聞き ､ あまたの 舟を用意し､ 大勢の 部隊を率 いて あまた の舟に乗り ､ オ ビ川 の 岸辺 の幾多
の 町 ､ ソル [春 ､ 雪解けで冠水する低地] の岸辺 の 幾多の 町を雷鳴とともにオ ビ川 を遡 っ
たo 良き娘が いれば､ そ の 良き娘を奪い ､ 良き息子がいれば､ その良き息子 を奪っ たo お
まえ の娘も舟の深 い窪みに乗せた｡ 我が娘婿 よ､ 今日か らは娘を持 つ者 ､ 息子を持つ 者 に
何百という花嫁の 品物 ､ 何百と いう年頃の娘の 品物 を調えさせて はならぬ+
それか ら彼 らは ビ ー ル で酔 っ た頭､ 蜜酒で酔っ た頭で座 っ て いた｡ 肉料理 の 七 日を至福
の 思い で過 ごし､ 肉料理 の 六 日を至福の思 いで過 ご した｡ い と しい 下界 ･ 上界 の勇士 柱肉
料理 の 一 週間をまるで 一 日 の ごとく過 ごし､ 肉料理の 二週間をまるで 二 日の ごとく過ご し
たo こ の よう.に暮ら し､ こ の ように生活す るうち､ 肉料理 の半年が 過ぎ､ 骨 の
- 年が過ぎ
た13｡
6) あるとき の こ と､ い と しい 下界 ･ 上界 の勇士がこ う言 っ たo
｢わた しは 己が土地が恋 しくなり ､ 己が川 が恋 しくな っ た｡ 今わた しに必要なの は帰る土
地だo 家に帰りつ いたら､ わた しは必ずこ の便りを伝えようo こ の知らせを伝 えよう+
す ると婿がこ う言 っ た ｡
｢我が男よ ､ あなたはどうや っ て自分 の馬で 出掛ける の ですか｡ わた しの い としい トナカ
イ たちをあなたの榛に繋ぎま しょう+
すると娘婿の 父親で ある老人が言 っ た｡
｢今､ あなたに何 か見 つ けて こ よう+
娘婿 の父親は料理が冷め る間､ 歩き回り ､ 鍋が煮える間､ 歩き回り､ 七層の銅 の 靴底を
張 っ た長靴をもっ て きた｡
rこの長靴をは いてください o 黒 い獣 の皮で綾取り した ､ こ の帽子 をかぶ っ てください o
七節の棒も受けと っ てくださ い o さあ､ わた しは トナ カイ の 支度をしよう+
彼は トナカイたちを構 に繋い だ｡
い としい 下界 ･ 上界 の勇士 は服 を着ると､ 我が娘とともに鼻 - 百の 堅いくちづ けを交わ
し､ 耳 へ 百 の堅 いくちづけを交わ した｡ 先 - の 良き希望 ､ 後 - の良き希望
14を抱 い て身内
の 人々 と別れ ､ 村の広場 に出たc そ こに はすでに天の氷 の ごと(白い ､ 天 の雪 の ごと(白
い トナカイたちが榛に繋が れて いた｡ トナカイたちには七本の 皮の 手綱が結わえ つ けられ
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て い るo 老人が彼 にこ う言 っ た o
rなにか強い力に 出く わ したとき娃 ､ 六本 の手綱をひきちぎる の だo 七本め の手綱をひき
ちぎ っ たら､ もうあなたの こ とは知 らぬ+
こ こ で彼 らは 二度 の別れ ､ 三度の別れを した ｡
｢馬 の こ とを思 っ て嘆くな｡ わた しが あなたの 土地 - 連れ て い こ う+
い と しい 下界 ･ 上界の 勇士 が トナカイ棲に乗 ると､ トナ カイたちが駆 け出 した｡ 永 い こ
と進み､ 短 い こ と進むうち､ 最後に立 ち止 ま っ たあの場所に近づ いた｡ だれ かが根 っ こ の
つ い た木 々 を引 っ こ抜きなが ら歩き ､ 枝の つ い た木々 を引 っ こ抜きなが らや っ てく る｡ 一
本 の髪をつ かみ ながら追い つ き ､ 二 本の髪を つ かみながら追 い つ いてく る｡
｢前回枝振りき っ て逃げたが ､ 今回は お まえが天 に の ぼるため の梯子 ､ 地下におり るため
の穴はな い+
四本の 手綱 をひき ちぎっ て も離れず､ 手探りで つ かみか か っ てく る｡ 五本め の手綱 をひ
きちぎると､ 彼か ら離れた｡
｢き っ と､ おまえを愛するだれ かが ､ 二 頭 の トナ カイ を橿に繋い だのだ ろう｡ そい っ が い
なければ ､ おれはおまえを食い ､ 飲み干 したも の を+
こ の言葉とともに ､ こ の消息とともに ､ そ い つ が離れた｡ トナ カイ串ちは ほ っ として駈
けだ した｡ 永 い こ と走り ､ 短 い こ と走り ､ 以前に止 ま っ た 二 つ め の 場所 に近づ い た｡ 再び ､
何者かが木 々 を根っ こ ごと引 っ こ抜き ､ 木々 を枝 ごと引っ こ抜く音が聞 こ えて きた｡
｢前回は振りき っ て逃げたが ､ 今度 はただちに食っ てや る｡ 天 に の ぼろうにも梯子 は なく ､
地にもぐろうにも穴は ない+
一 本の髪の 毛をつ かみなが ら追い か け､ 二本の髪の 毛をつ か み ながら追 いか けてく るo
五本の 手綱 をひき ちぎっ て も離れず､ 手探りで ひ っ かく｡ 六本日の 手綱をひきちぎる と､
そ い つ は離れた｡
｢おまえは ､ 川 から川 - と巡 る 二頭 の トナ カイ ､ 土地 から土地 - と巡る 二頭 の トナカイ を
おまえの ために橿に繋い でくれた愛する人を見 つ けた+
こ の言葉とともに それ は彼 から離れた｡ トナカイたちは ほ っ と して駈けだ した｡ 永 い こ
と走り､ 短 い こ と走り ､ 最初に止 まっ た場所に近 づ いたo 何者かが 木々 を根 っ こ ごと引 っ
こ抜き､ 木 々 を枝ごと引 っ こ抜き､ 一 本 の髪をつ かん で彼 を追 い か け､ 二本 の髪をつ か ん
で追 い かけて くる｡
｢前回､ おま えは あの 二人 を振りき っ て逃げたが ､ おれか ら逃げようにも ､ 天に の ぽる梯
子はなく ､ 地に もぐる穴ほ な い+
彼は 五本の 手綱をひき ちぎり､ 六木め の手綱をひきちぎるが ､ や つ はそ叫で も離れな い o
娘婿の父親か ら七本め の手綱をひきちぎる ことを禁じられて い たが ､ 彼 壮それをひきちぎ
っ て しま
7
っ た . ひきちぎるとたちまち天が消え､ たちまち地が消えたo
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7) 気 が つ い て 目を開けると ､ 同 じような月 の 照 る世界 ､ 同 じような太陽の 照 る世界
だ15｡ トナ カイたちは 鼻を雪 の 中に突 っ 込ん で立 っ て い る｡ いく ら彼が トナカイたちを琴
りた てて も､ トナ カイたちは ハ ンテ ィ の 口ぶりで言 い ､ ハ ンテ ィ の 言葉で言うo
｢どう して あなた は わた したちを駆 りたて る ので すか ? こ の先 - 進む だけの腕16の 力が
わた したちにはない の です｡ こ の先 - 進むだ けの 足の 力がわた したちにはな いの です｡ あ
なた 絃七本め の 手綱をひきちぎっ て しま いま した ｡ わた したちの腕 の力も断たれ ､ わた し
た ちの足 の 力も断たれま した｡ こ の 先にひとつ の 切り株から生 え七い る七本の 白樺が あり
ますo あなたはそ の周囲を回りなさい o そ の間にも しかすると､ わた したちは腕 の力が 強
くなり ､ 足 の力が強くなるかも しれません+
い と しい下界 の勇士 ･ い と しい上界の勇士 は娘婿 の父親か ら贈られた七節の 棒をつ か ん
で歩き出 した ｡ 七晩歩き ､ 七 日歩い た｡ 雪が 降れば冬 を思い 出 し､ 雨が降れば夏を思い 出
した｡ つ い に彼 は ､ 一 本の細枝を鼻先に掛 けられた らそ の 細枝を持 ちこたえられない ほ ど､
一 本の 草を掛 けられたらそ の草を持ちこ たえられ ない ほ ど疲れた17o
｢ 一 休みす る場所 を探そう+
近く に腐 っ た白樺の 切り株 が見える｡ そ こ - 行くと､ 兎の皮の ように白い老婆が とびだ
して きた｡ 老婆がなまく らの斧 を下か ら振り上げると､ 上 に跳 び ､ 上から振り下ろすと､
下 - 逃げた｡
｢や めてくれ ､わた しを殺す の か ! おまえの そばを人が歩い て い ない とでも いう の か ?+
｢おまえは悪企み を抱い てや っ てきて ､ 竃の煙突を壊 して しま っ た+
｢お まえの と ころにおか しな煙突が あるなど､ どうして わた しが知 っ て い よう? !+
｢それなら中に入りなさい+
老婆の家は兎の毛皮の ように白く ､ そ こ - 黒い獣たちが立 ち寄り､ 赤い獣たちが立 ち寄
る18｡
｢さあ､ 上着を脱 ぎなさい+
彼女は客 を座らせた｡ 彼は娘婿 の 父親か ら贈られた､ 七層 の銅の靴底の付 いた長靴を脱
いだo すると長靴に不が開い て いた o そ こで娘婿 の 父親か ら贈られた 七節の棒を昇ると､
すり減 っ て取 っ 手だけが残 っ て いた. 老婆は ビ ー ル の の っ た魔法 のテ - ブル ､ 蜜酒の の っ
た魔法の テ ー ブル を置い た｡ ごちそうに舌鼓を打 っ て い る と､ 老婆が言 っ たo
｢あまたの川 の果て か ら来た名うて の勇士よ ､ あまたの 他の果て か ら来た名うて の 勇士 よ､
あなたは どこ - 行く のですか ?+
イ身内の妾よ ､ 親類19よ ､ わた しが どこ - 行く かは わた しの人生上 ､ 生涯上 の でき ごとで
すQ わた しが生涯の 幾多甲日々 を進む間に ､◆わ卑しが寿命の幾多の 日々 を進む間に ∴ 我が
人生上 の できごとも進ん できま した+
｢さあ､ 身内よ､ 親類よ ､ - 晩を過 ごすが い い o 一 日を過ごすが い い o､ そ甲間におまえに
何か服を縫 っ て あをヂよう+
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老婆ほ座 っ て針仕事に取 り掛かり､ 雄 トナカイ の腔の 皮で毛皮 の靴を縫っ て やっ た｡ い
と しい 下界 の勇士 ･ い と しい 上界 の勇士 は腕 の関節をほ ぐ し､ 足 の 関節をほ ぐした｡ 彼 ら
が ビ ー ル の の っ た魔法 のテ ー ブル ､ 蜜酒 の の っ た魔法 のテ ー ブ ル に つ い て い ると､ 老婆が
言 っ た o
｢おまえは どん な用で ヘ ラ ジカも近寄れ ぬ ､ こ の遠き地 をさま よ い歩 い て い る ?+
｢今あなたに話 しま しょう｡ 己が 二 頭の トナ カイ をいくら駆 りた てて も ､ 彼 らは こう言う
の です｡ 『わた したちは腕 の 力がなくなりま した｡ 足 の 力が なく なりま した｡ あなたは ひと
つ の切 り株から生 えた ､ こ の 七本 の 白樺の周り を回 っ てください ｡ その 間にも しかす ると､
わた した ちは腕の 力が強くなり ､ 足 の力が 強くなるか もしれませ ん』 と+
おばあさん は こう言 っ た｡
｢ム ム ム ー
､ ひと つ の 切 り株から生 えた ､ 七本 の 白樺20とは い っ たい 何 の こ と? おまえ
は湾赦した この聖な る土地をこ とごとく ､ 天 の果て か ら巡 り歩いて い る こ とをまるで知ら
ない ようだo すで にお まえは より大きな距離を歩き通 した｡ あとに残 っ て い るの は より小
さな距離だ+
おばあさんは雄トナカイ の腔 の皮で縫っ た毛皮の靴を ｢ほれ+ と投げて よこ したD い と
しい 下界の 勇士 ･ い と しい上界 の勇士 は雄トナカイ の 歴の 皮で できた靴をは いた｡ そ して
い ろい ろな晶 を身に つ ける と､ 老婆と別れた｡ 彼 は村の広場に 出､ 町の 広場に出て歩き出
した｡
8) 七晩歩き､ 七 日歩き ､ 永 い こ と歩き ､ 短 い こ と歩き､ トナカイたちの と こ ろ - や っ
てく ると､ 彼 らが どれだけ元気 にな っ たか ､ 試すことに した｡ トナカイ榛に乗り､ 手綱を
はねあげた ｡ トナカイたち壮ひ しやくほ どの大きさの 雪の 塊､ 茶碗ほ どの大きさの雪 の塊
を蹴 っ て走 るo 前方 に 白い光りが輝 いて い る の が見えた. トナ カイ たちは 立 ち止ま っ た o
彼がどん なに トナカイたちを駆りたてて も ､ 彼 らは ハ ンテ ィ の 口ぶりで言 い ､ ハ ンテ ィ の
言葉で言う｡
｢前方を ごらんな さい o あそ こ に何が輝 い て い るか o あれは赤 い銅で で きた町21ですo こ
れか ら銅の 町の 中央 - 行きます｡ 銅 の家か ら三人 の銅の男たちが出てきて ､ 真申に立 っ て
い る男が こ う言 い ますo 『トナカイ を捕らえてくれo 彼 らの父親は呪われ ､ 彼らの祖先は呪
われて い る ! どんな軽や かな足が彼 らをここ へ 連れてきた22』-と｡ こ の 三人 の銅の男た
ちはわた したちを締 らえ､ わた したちを靴の か けらほ どの 大き さに切り刻み ､ 手袋の か け
らほ どの 大きさに切り刻み ます｡ あなたは わた したちの鼻先, 耳先を手に入れなさい ｡′ そ
しセ真申に立 っ て い る男の鹿骨抱きかか えなさい+
彼が トナカイたちを駆りたて ると ､ 彼らは駆けだ した｡ トナカイたち壮銅の町 の通り を
走り ､ 町 の中央に着い た｡ 人に知られた村の家の中から､ 人に知られた町 の家の申から三
人の銅の 男たちが 出て きた ｡ 真申に立 っ て い る男が頼んだ｡
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｢トナ カイ を締らえてくれ+
トナカイた ちは捕らえ られ ､ こ まかに切 り刻まれたo 彼は彼 らの鼻先を取り ､ 耳先を取
り ､ 真申に立 っ て い る男の足 を抱きかか えた｡ 男は彼 をこ っ ち - ､ あ っ ち - 引きずり ､ あ
っ ち - ､ こ つ ち - 引きずっ た ｡ 真申に立 っ て い る男が言 っ た｡
｢やめ ろ ! だれがおまえをこ こ - 歌で おびき寄せ ､ だれが おまえをこ こ
- 言葉でおびき
寄せた? 班+
｢さあ､ おまえになにか悪知恵が あり ､ なにか策略が あるなら ､ 女親もなく母親もなしに
生まれた トナ カイたちをどうにかするが い い+
そ こ で彼捻あたりを見回 し ､ 耳と鼻の先を頭の 後ろ - も っ て いき ､ 後ろに落と したo す
るとそれ らは背高トナカイ の背丈い っ ぱ い ､ 高い トナ カイ の高さ い っ ぱい になっ て立 ちあ
が っ たo 真申に立 っ て い る男は近寄ると､ 剣の 峰で鼻に傷をつ けた
24
o
｢よく聞くが い い ｡ あなたたちが住ん で い る ､ 暗い水の 聖なる海 ､ 暗い水の 幸多き海か ら
白樺皮の舷を張 っ たあまたの舟が漕ぎ出 して きて ､お下げ髪を した娘たちの魂
- 影 を集め ､
オ ビ川 の岸辺 に ある七 つ の 町 ､ 水に浸か る岸辺 に ある六 つ の 町か らきた美しい男の 子たち
の魂 - 影 を集めるo われわれが定 めた者は舟の真申の 深 い切れめ に乗せ ､ 定めなか っ た者
は乗 せて はならぬ
25
+
9) それ から彼 らは 二度別れ の言葉を述 べ合 い ､ 三度別れ の言葉を述 べ 合 っ た｡
彼が トナ カイ榛に乗ると､ トナ カイ たちが 駈け出した｡ 銅 の 町 を通り抜 け､ トナカイた
ちは ひ しやくほ どの大きさ の雪の塊､ 茶碗ほ どの 大きさの雪の塊を蹴 っ て いく｡ 永い こと
行 き､ 短 い こと行 っ て前方を見ると･､ 以前 よりもっ と輝い て い る o トナカイたちが 立 ち止
ま っ た｡ 彼がいく ら駆り立 てて も､ 彼らは ハ ンテ ィ の 口ぶりで ､ ハ ンテ ィ の言葉で こう言
う o
r前をご覧なさい ｡ あそ こ に見える の は銀 の 町ですo こ の先､ 銀 の町の 中央に ある銀の 家
か ら三人 の 銀 の男たちが出て きます｡ 真申に 立 っ て い る人が , 『トナカイ を括 らえてく
れ!』 と言い ､ わた したちをこ まか に切 り刻みますo あなたは わた したちの 鼻先､ わた し
たちの 耳先を取りなさい+
こ う言 っ て駆けだ した｡ 銀 の 町に着き ､ 銀 の 町 の中央にやっ てきたo 銀 の家か ら三人の
銀 の男たちが出てきたc 真申に立 っ て い る男が こう言 っ た .
｢トナカイ を捕らえてくれ+
三人の 銀の男たち古ま彼 らを捕らえ､ こまかに切り刻んだo 彼 は彼らの鼻先､ 彼らの 耳先
を取り ､ 真申に立 っ て い る男の足 を抱きかか えた o 男は彼 をこ っ ち - ､ あ っ ち
- 引きずり ､
あ っ ち - ､ こ っ ち へ 引きずっ た｡ 真申に立 っ て い る男が言 っ た｡
｢みんな､ やめろ!+
彼らはたが い に前 - 向か っ て挨拶し､ 後 ろ へ 向か っ て挨拶した｡
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｢罪もないわた しの トナカ イ たちを何に変えた の だ?+
rおまえになにか悪知恵が あり､ なにか策略が あ るなら､ 父親もなく母親もな しに生まれ
た トナカイをどうにかする が い い+
彼は あた り を見回 し､ 耳と鼻の先を頭 の後 ろ - も っ て いき ､ 後 ろに落と した｡ すると彼
らは背高トナ カイ の背丈 い っ ぱ い ､ 高い トナカイ の高さい っ ぱい に立ちあが っ た｡ 真申に
立 っ て い る男が近寄り ､ 剣の峰で彼 らの鼻に傷をつ けた｡
｢よく 聞くが い い o こ の先 ､ 歌が終わ る前に ､ 話が終わる前 に26､ 暗 い聖 なる海か ら白樺
皮の舷 を張 っ た あまたの 舟が漕ぎ出 してきて ､ お下をヂ髪を した娘た ち､ 美 しい男の 子 た ち
の魂 - 影 を集め る｡ われわれが 定めた者は乗せ ､ 定めなか っ た者は乗 せて はならぬ+
それ から彼 らは別れた｡
10) 彼が トナ カイ棲に乗 ると､ トナカイたちが走り出 した ｡ 銀 の町は終わ っ た ｡ 永い こ
と進み ､ 短 い こ と進む うち､ 前以上に輝 い て い るの が見えた｡ トナカイ た ちは走りに 走っ
て ､ 止ま っ た｡
｢ご覧なさい ､ あれ は金の 町です ｡ 金 の家から三人の金 の 男たちが 出て きて わた したちを
締らえ､ こ まかに切 り刻み ます｡ あなたは今度も前と同 じように しなさ い+
こう言 っ て駈け出 した｡ 金 の町に着き､ 金 の 町の 通り を走 っ た｡ 金 の家か ら三人 の金 の
男たちが 出て きて ､ 真申に 立 っ て い る男が 言 っ た｡
｢描らえてくれ !+
彼 らを締まえ､ こ まかに切り
.
刻ん だo 彼 は彼らの鼻先､ 彼 らの 耳先をつ かみ ､ 真申に 立
つ てい る男 の足を抱きか か えたo 男は彼 をこ っ ち - ､ あ っ ち - 引きずり ､ あ っ ち - ､ こ っ
ち - 引きず っ た｡ 真申に 立 っ て い る男が言 っ た｡
｢みん な､ やめろ !. だれがおまえをこ こ - 歌で お びき寄せ ､ だれが おま えをこ こ - 言葉
でお びき寄せた ?+
彼 らはたが い に前 へ 向 か っ て挨拶 し､ 彼らはたが い に後 - 向か っ て挨拶 した o
｢あなたた ちはわた しの罪なき トナカイたちを滅ぼ して しま い ま した+
｢おまえになにか悪知恵が あり ､ なに か策略が あるなら､ 父親もなく母親もな しに生まれ
た トナカイたちを どうに かするが い い+
彼は彼ら の鼻先､ 彼 らの 耳先を持ち上げて頭の後ろ へ も っ て い き､ 後ろ に落 とした｡ す
るとそれらは背高トナ カイ の背丈い っ ぱい ､ 高い トナ カイの 高さい っ ぱい に なっ て起きあ
が っ たo 真申に立 っ て い る男が近寄り ､ 自分のた い せ つ な剣の峰で彼 らの鼻に傷をつ けたo
｢よく開 抗 おまえた ちが住んで い る､ 暗い聖なる海から白樺皮の舷を張 っ たあまたの舟
が漕ぎ出 して きて ､ お下げ髪をした小 さな女の子たち､ 小さな男 の 子たちの 魂 - 影を集め
る+
真申に 立 っ て い る男 は ポケ ッ トか ら黄金 の 紙切れを取りだ し､ 黄金 の鉛筆を取りだ し､
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膝 の上に置 いて書き出 したc 書いて 半分に折り ､ 封筒に 入れたo
｢ほ ら､ こ の 耗を受け取るが い い ｡ 後 ほ ど祭日が訪れたとき､ 村に住むあまた の 男た ち､
柑に住む あまた の女た ちとともにあなたたちはそれを祝うだろ うIo そ の ときあなたは こ の
紙を読み あげなさ い+
ll) 彼が トナ カイ榛に乗る と､ トナカイたちは駈 け出 した｡ 黄金 の町を通り抜け､ 永 い
こ と進 み ､ 短 い こ と連 み ､ 二人 の男た ちの とこ ろに着い た o 一 人がもう 一 人 のと こ ろ - 行
き ､ 二人はなにや ら話 して い る ｡ 家にい る者 のとこ ろには飽が ある ｡ や っ て きた男は ふ い
に主人を押えつ けて飽 をつ かみ ､ 主人に飽をかけは じめた ｡ シ ュ ッ シ ュ ッ と飽をかけると､
後に なに も残 らなか っ たo
｢ハ -
､ こ れ はなん という奇行だ!+
する とトナ カイたちがまた ハ ンテ ィ の言葉で言 っ た｡
｢これは わた した ちがや っ て来た最後 の場所ですo わた したちは家に黄金 の煙穴27を持 つ ､
わた したちの 気高い父 が住む､ 黄金の 町か らや っ て来ま した｡ この 男たちに対する裁きは
こ うです ｡ 明る い人間の世界で ､ 飽 をか けられて無にな っ たこ の人は飽を持 っ て い ま した｡
や っ てきた男には飽がありませ んで した｡ 『友よ ､ 飽をわた しに貸 してく ださい』『わた し
が こ の飽 を手 に入れたとき ､ おまえは どこ に い た?』 二番 め の男は何ももたずに家に帰
りま した｡ それで裁きが行 われたの です+
トナカイ たちは頭 を上げる と､ 先 - と駈け出 した｡ 永 い こ と進み ､ 短 い こと進み ､ さら
に ある場所 へ や っ てきた｡ ひとりの 男がそ こでなにか して い る｡ 彼 は丸い 砥石 を持 っ て い
るo 遠くか らもう 一 人の 男がや っ てきて ､ ふ い に主人を押えつ けると､ 砥石 の 上に乗せ て
研 ぎだ した｡
｢ハ -
､ こ れは なんとい う奇行 だ?+
トナカイたちは ハ ンテ ィ の 口ぶりで言 い ､ ハ ンテ ィ の言葉で言う｡
｢や っ て きた こ の男は生前､ 何 かの 仕事に取り掛か っ たの ですが ､ 斧が なまくら､ ナイ フ
が なまくらで した.■もう 一 人 の とこ ろ - 行 っ て ､ 『友よ ､ 砥石 を貸してくれ』と言 いま した.
『わた しが砥石 を手に入れたとき ､ お まえは い っ たい どこ に い た? それを手に入 れ る必
要が ある こ とを知らなか っ たわけでは あるま い』 この 国で の彼に対する裁 きは ､ 砥 石 の
上 に乗 せて ､ 最後まで 砥ぎ減らす ことだ+
トナカイたちは頭 を上げて駈 け出 した｡ 永 い こ と進み ､ 短 い こと進 むうち､ さらにある
場所に着いた｡ 妻と夫が なにか の せ い でが なり合っ て いた｡ 彼 らに は大きな毛皮裏付きの
室内着が 一 枚ある｡ 寝床に就く時間がきて ､ 彼らは こ の 室内着にく るまる｡ 妻が室内着を
引 っ 張ると夫の 尻が突き出る ､夫が 室内着を引っ 張る と妻の尻が突き出る｡ いと しい下界 ･
上界 の勇士は こう言 っ た ｡
｢ハ -
､ これはなんとい う奇行だ ?+
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トナカイたちは ハ ンテ ィ の 口ぶりで言い ､ ハ ンテ ィ の言葉で言うo
｢生前彼 らは ひ どく い がみ合 っ て暮ら して いま した ｡ 七晩どなり合い ､ 七日 どなり合 っ て
い ました ｡ わた したちの偉大な る天 の父 が 犬の足 ､ 人間 の足 のた めに雪 の少な い秋に して
くださると28､ こ の男 はリ ス の かわ い い 小道を通 っ て森 - 出掛けま した . 夫が 歩 い て い る
間､ 妻が 眺めて い ると､ どこ か の美 しい男が 歩いてきます｡ 『さあ､ あの 男をち ょ っ ぴりく
すぐっ てやりま しょう』 こ ち ょ こ ち ょくす ぐり ､ ある考え､ ある思 い に思 い いた りま し
た｡ 彼女の 夫杜永 い こ と歩き､ 短 い こ と歩き ､ 家に帰 っ てきますが , 妻は料理や釜 どころ
では ありませんo 夏が 訪れ ､ ハ マ ナ ス の 実､ クワ ミズザタラ の実が熟 しますD 妻は クワミ
ズザタラの 小道 - 出掛け､ 夫は家に残 っ て 眺めて い ると､ どこ か の美 しい女が歩い てきま
す｡ 『さあ ､ あの女をち ょ っ ぴりくす ぐっ てやろう』 あ っ ちをこ ち ょ こ ちょ ､ こ っ ちをこ
ちょ こち ょくすぐり ､ ある考え ､ あ る思 い に思い い た っ た｡ 女は永い こ と歩き ､ 短 い こ と
歩い て帰っ て きま した｡ 『おまえは薪を蓄えておか なか っ た』『わた し､ それ どこ ろで 壮な
い の』 また して も薪の せ いで喧嘩し､ 草の せ い で喧嘩します｡ 彼 らは明る い人間界に住
ん で いたとき ､ そんなふうに して い ま したo 彼 らに対する裁きは こ うですo 彼 らは 同 じ苦
悩､ 同じ苦 しみの 中で風に吹かれ ､ 流れに洗われて い る こ と+
トナカイたちは頭を上げて 駈け出 したo 永 い こと進み ､ 短 い こ と進み､ さらにある場所
にや っ てきたo そこ にも妻と未が い て ､ 彼 らには ジャ ン パ ー 丈 の粗末な毛皮 コ ー トが 1 - 枚
あり ､ 二人は何 か しきり に しや べ っ て い る｡ 寝床に就く時間がく ると､ 彼 らは ジャ ン パ ー
丈 の毛皮 コ ー トにく るまる ｡
｢ハ -
､ それ往なん という奇行だ ?+
トナカイたちは ハ ソテ ィ の 人間 の 口ぶり ､ ハ ンテ ィ の人間の 言葉で言うo
｢こ の 女と男は人間界に住 んで い たとき ､ たいそう仲睦ま じく暮らして い ま した ｡ 妻が し
や べ れば夫は - 晩 じゆう､ 一 日 じゆう聞きますo 夫が しや べれ ば､ 妻は 一 晩 じゆう､ 一 日
じゆう聞きますo 寝床に就き､ ジャ ン パ ー 丈 の毛皮 コ - トにく るまれば ､ 彼らの腕も見え
ず ､ 彼 らの足も見えませ ん ｡ 彼 らが作 っ た食べ 物は腹を満た し､ 彼 らが作 っ た飲み物は腹
を満た しま した ! 明 るい月 が照る人間界 で の彼らの 生活 は こんなもの で した｡ 今 ､ 彼 ら
は こ の世界にや っ て きま したQ 彼らは風に運ばれる ように ､ 水 に流れ る ように ､ すんなり
と運ばれて きた の です+
トナカイたちは頭を上 げて 駈け出 した｡ 彼 らは永い こ と進み ､ 短い こ と進み､ ある場所
にや っ てきた｡ そこ で披 一 人の 男が 両耳を束ねて 引きず っ て い るo 肩 からほとん ど地面ま
で垂れ下が? て い る｡
｢ハ -
′
､ これ はなん怒る奇行 !+
トナカイ たちは凍た して も,7.､ ン テ ィ の 口ぶ.り､ ハ ンテ ィ の言葉で言うo
｢これは人間界で ､ どこ か の きれ い な女が生む男の子 ､ どこ か の き 叫 ､な女が生む女の子
に ､ も しも この束ねられた耳の 一 つ が当たるなら､ 彼らは七 日 の距離､ 六 日 の距離離れた
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音が聞こ える ようになる の です ｡ 彼 らには その ような才能が備 わるの です+
トナ カイ たちは頭 を上 げて 駈け出 した o ひ しやくほ どの大きさの雪の塊 ､ 茶碗ほ どの大
きさの雪 の塊を蹴 っ て ､ 再び ある場所 - や っ てきたo 一 人 の 男が 目を束ねたもの を背中に
背負っ て い るo
｢ハ -
､ これはなんた る奇行 ?+
トナ カイ たち壮 ハ ンテ ィ の 口ぶり､ ハ ン テ ィ の言葉で言 うo
｢人間界で将来生まれる小 さな女 の子 ､ 将来生まれ る小さな男の与にも しもこ の 束ねられ
た 目 の 一 つ が当た っ た ら､ 彼 らは七 日の 距離､ 六 日の距離離れ たと ころにあるもの を見る
こ とができる のです+
1 2) トナ カイ たちは頭 を上をヂて駈け出したo 永い こと進み:短 い こ と進むうち､ 人間た
ちが 住む月 の 世界にや っ て きたo 人間た ちが住む太陽の世界にや っ てきたQ 彼は女の勇士
とともに 己が町の はずれ にや っ てきたo 男 の勇士とともにや っ てきた29o 戸口 に近づく と､
トナ カイ確から立ちあが り ､ トナカイたちを後ろに回 した ｡
｢塊多の川を巡るたい せ つ なトナカイたち､ 幾多の 土地を巡る い としい トナ カイたちよ ､
己が川 の果て ､ 己が土地の果て を探しなさい !+
彼 らを凍っ た鞍で追い 立て ておい て ､ 家の中に 入 っ たo 彼 の妻は高床に座 っ てなにやら
や っ て い る｡
｢妻よ､ こ ん にちは !+
妻は座 り ､ 彼には大きな注意も払わず､ 小さな注意も払わない ｡ 彼は腹を立て ､ 近寄っ
て彼女を つ つ い た ｡ 妻娃片方 へ ゆらぎ､ 耳の穴をほ じりは じめた｡
｢ア - ､ 死者たちが 耳に向か っ て叫んで い がOJ
｢それは おそらく ､ わた しの しや べ り方が下界 - 去 っ た死者の ようなの だ+
彼はが っ く り して外 に出ると､ 悲 しみなが らあちこち歩い た｡ 見 ると､ 家畜置き場の扉
の と ころに彼 の馬たちが立 っ て い る｡ 近寄ると､ 馬は重荷を背負わされ ､ 黒 い獣の 紐 ､ 赤
い獣 の紐で締 め つ けられて い る｡ 彼 は思 い 至 っ た｡ 『これは わた しの娘婿 の父親に贈られた ､
黒 い獣の 毛皮を縁取 っ た帽子がわた しの邪魔を して い るの だ』 と｡ 帽子 を頭か ら取 っ ても
う 一 度中に入 っ たo すると妻が気づ いた o 短 い距離を彼が歩く と､ 長い 距離を妻が駆け寄
り ､ 彼 の 首に抱きつ いた｡ 二人はくちづ け し､ 抱き合 っ た｡ 未は上着を脱ぎ､ ビ ⊥ ル の の
っ たテ ー ブル ､ 蜜酒 の の っ たテ ー ブル に つ い た｡ そ して 二人は語らい は じめた｡ 通 っ てき
た道の便り､ 通 っ て きた遠い 土地の 噂を彼は 二 日 ､ 三 日と話しに話 した｡ 彼 の娘がどんな
暮らしをして い るか ､ 娘婿 とその 父親が彼 らをどのように もて なしたか｡
1 3) 彼らがこう して暮ら し､ 生活するうち､ 大きな祭日が訪れた｡ 彼らは村に住む大勢
の女たち､ 村に住む大勢の 男たちを呼び集めたb ビt - ル で酔づ た頭で座り ､ 贋酒 で酔っ た
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頭で座 っ て い るために ｡
｢ゎた しは紙 をもら っ た｡ 土の村に住む大勢の女た ち､ こ の村に住む大勢の 男た ちに読も
ラ+
ポケッ トから黄金 の 耗を取 り出 して広げた｡ 黄金 の書き物 には家に黄金 の煙 穴を持 つ ､
光り輝く 父 に よ っ て こう書かれて い た｡ ｢魚 が遡上する､ 白き水をたたえたオ ビ川 ､ 魚多き
オ ビ川 の岸辺 の どこ か で ､ オ ビ川 の 草が 一 面に茂る土地に つ い て ､ 春の 若草が 一 面に茂る
土地に つ いて話されて い る ｡ 春 の ライチ ョ ウが羽を落 とす ､ 聖 なる岬､ 軟 の ライ チ ョ ウが
羽 を落とす､ 聖なる岬31は彼 に委ねられ て い る+
家に黄金 の煙穴を持 つ ､ 光り輝く設親 ､ 家に黄金の煙穴 を持 つ ､ 光り輝く父親は か つ て
てて
こ の世に人形の 時代を開き ､ か つ て人形 の時世を開い た｡ 家に黄金の煙 穴を持 つ ､ 光 り輝
く父と して ､ 彼 は春の ライチ ョ ウが羽 を落とす､ 聖なる岬 ､ 秋 の ライチ ョ ウが羽を落とす､
聖なる岬に任 じられた｡ 尽きぬ血 の生 け費を矢か ら受け取 るために ｡ 尽 きぬ血の 生け賛を
弓か ら受 け取るために ｡
ビ ー ル の の っ たテ ー ブル が終 わり､ 蜜酒 の の っ たテ ー ブル が 終わ っ て ､ 村に住む大勢の
女たちが散り ､ 柑に住む大勢の 男たちが散 ると､ 彼は妻に こう言 っ た 0
｢わた したちの河川 の隅 を探しに い こ う｡ わた したちの土地の 隅を探そう+
14) 偉大なる笈親トル ム ､ 偉大なる父親トル ム が彼らに任 じたとおり ､ 彼 らは川 の雁 に
てて
姿を変え､ チ ョ ン チ ョ ン鳴き ､ ガ ー ガ ー 鳴い て出発 した｡ 白い水 をたたえたオ ビ川 を上流
- 向か っ て チ ョ ンチ ョ ン鳴き ､ ガ ー ガ ー 鳴いて ､ 彼らは あたえられた土也 - 飛 んできた｡
ほ ん とう に ､ 家に黄金 の煙穴を持 つ ､ 光り輝く交親､ 家に黄金 の煙穴を持 つ ､ 光り輝く父
てて
親は黄金 の根の生 えた聖な るカラ マ ツ ､黄金 の枝を張 っ た聖な るカ ラ マ ツを岬に 下ろ した｡
こ の カラ マ ツ の上 に彼 は頭 の ある鶴に似た ､ 首 の ある鶴 に似た町を下ろ した ｡ 白 い フ ェ ル
トに覆われ ､ 黄金 の械後に覆われた町 のて っ ぺ ん には ､ 鉄 の房の聖 なる端 ､ 銅の房の聖な
る端が 下ろされ ､ その 上空に は黄金 の鎖 の端が あ が2｡ どこ に入 口が ある かわか らず､ ど
こに扉が ある かわか らない ､ 広大無限の 大きな家だ｡ 太陽回りに 七度巡り ､ 太陽回りに六
度巡 るが ､ どこ に扉があるか ､ どこ に煙穴が あるかわか らない ｡ 鉄 の鈎が 見 つ か ると､ 扉
が開き ､ 煙穴が開い た｡
彼 らは家に入 っ た ｡ 百人 の召使が い る家､ 百人の使用人が い る家だ｡ そ こ に は ビ ー ル が
の っ た魔法の テ ー ブル ､ 蜜酒 の の っ た魔法 のテ ー ブル が置かれて い る｡ 家の後方 の隅 ､ 家
の前方の 隅に 娃黄金 の枝の つ いた ､ たく さん の 書きつ けが ある｡ 彼 らは家族､ 髪の黒 い召
使たち ､ 百人 の未婚 の使用人たちと挨拶を交わす｡ 百人 の 未婚 の召使､ 百人q)未婿 の使用
人たちは喜びに満ちた手で喜び ､ 喜びに満ちた足 で喜ぶ㍊ ｡ 彼は黄金 の枝の 書きつ けを開
い た｡ 次の 皐うに書かれて い る,i 『彼は春 の リス の買物 を持 つ 皇帝に任命され ､ 秋 のリ ス の
貢物 を持 つ 皇帝に任命され34､ 拙ずる太陽 の 黄金 の お下げ髪と呼ばれ ､ 昇る太陽の 黄金 の
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美と呼ばれて い る｡ 偉大なる父親 トル ム ､ 偉大なる芙親 ､ 偉大なる交親トル ム により ､ 馬
が い る家の 隅 ､ 家の 戸 口に定め られた の はい としい トナ カイ た ち､ 夏の シ マ リ ス の 毛皮 を
持 つ 聖なる動物 ､ 夏 のリ ス の毛皮を持 つ 聖なる動物だ箔 o
そ の あと､ 髪の黒 い召使 ､ 髪の黒 い使用人たちとともに ､ 彼らは ビ ー ル の の っ た魔法の
テ ー ブル ､ 蜜酒 の の っ た魔法の テ ー ブル に?い た｡ ビ ー ル に酔 っ た頭で 三 日座り■､ 蜜酒で
酔 っ た頭で四 日座 っ て い た｡ 彼 らは こ の幸せ の 中で ､ こ の 平安の 中で暮らすようになり ､
今も暮 らして い る｡
注釈
1 すなわち ､ ｢人の 住まない荒れ地で+
2 ェ トイ ム は対句法で天神 トル ム の 同意語と して用い られる ｡
3 ｢下界の 商人 ･ 上界の 商人+ は大地と人間の創造神で あり､ 猟の方法や火を得る方法を
人間に教えてくれた文化英雄 で ある｡ ｢豪族の 霊+ ｢ハ ンテ ィ の 豪族+ ｢神 トル ム の 息子+な
ど､ 多く の名前を持 っ て い る｡
4 主人公 とその妻は雁 の姿に なる｡ 鴨はそ の対句と して用 い られ る｡
5 日用品を保管す るため ､ 杭の 上 にひ さしをかけたも の ｡
6 ｢北 の海+ (オ ビ湾) とオ ビ川 下流域は病気 の主の 国で ､ 死者の 国とみなされて いた? こ
こ か ら僕が舟に乗っ て漁師たちの集落にやっ てきて ､ 住民たちを殺す｡
7 死者の 国か ら現れた僕どもが病気をもたらす小 さな矢を人間に放ち､ 人間の魂を奪 い取
り ､ 舟に乗せて冥界 - 連れ去 る｡
8 葬式 を意味す る腕曲法
9 死者は死者 の 国 - や っ てきた生者を食いたが る｡
10 永遠に生きる こと
ll ｢汗を乾かす+ とは もて な しを待 つ ことを意味す る｡
12 こ の家に い る老人 は疫病神で あり､ 死者の国 の主で ある｡ 主人 公を ｢勇殿+ と呼ぶ の は ､
自分の 息子が彼の 娘を妻に したためである｡
13 ｢肉料理 の 半年､ 骨料理の 一 年+ とは喜びに満ちた満腹の 半年と､ や るせない空腹の
一
年 を意味する｡
14 あり とあらゆる希望
15 主人公 は次の異界にたどり つ いたが､ そ こ は死者q)住む暗闇の世界とは異なり ､ 人間界
と同 じく ､ 太陽と月 が照る世界で ある｡
16 動物 の前足を腕 という｡
17極度 の疲労を表現する決まり文句
18 精霊は い ろい ろな毛皮があ る裕福な家に住んで い る｡
19 こ れ は種 々 の 異伝 に叔母 ､ 母 ､ 姉と して登場する始祖カ ル タシ で ある可能性がある｡
20 こ の 白樺は世界樹 と同 一 視 して い い だろう｡
21 金属性の 町の 住民たちに つ いて は こ の 先で話題 に上るo 通常､ 上界 の精霊とみなされる
が ､ それが どの精霊で あるかは特定 しがた い ｡
22 トナ カイ は死者の 国の 主に帰属 し､ 上界 - 渡る こ とはできない の で ､ 上界の精霊 たちは
トナ カイ を滅ぼそうとする｡
23 他界 - や っ てきた主人公に呼びか ける決まり文句 ｡
24傷をつ けるの は トナカイた ちが精霊 の命令を覚えて い るようにするためであるo
25 上界 の精霊が人間の運命 を確定する権限をも っ て い る｡､人 の死 は彼 らの意思に左右され
る ｡
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26 すなわち ､ 時が終わる前に ｡
27 上界の神 トル ム の黄金 の住処に対 して用 い られ る古い決 り文句 ｡
28 すなわ ち ､ 狩 りに 出か けるときがや っ てく ると､
29 女の勇士 ､ 男 の勇士 とは こ の社会的グル ー プ の祖先の霊 ､ 守護霊 を意味する ｡
80 ハ ンテ ィ に よると ､ 耳鳴 りは人 間に対する死者の 呼びか けであるo
31 ｢秋 の ライチ ョ ウが羽を落 とす､ 聖なる岬+ とは ､ イ ル テ ィ シ川河 口か ら遠くない ､ ベ
ロ ゴ ー ル ス ク ･ ユ ル タ近く の ｢黄金 の 勇士+ とい う聖なる場所 の フ ォ ー ク ロ ア的呼び名｡
32 神は 町を鋳で 吊る して下ろ したo
㍊ うれ しそ うに 手を振 っ て こお どりするさまを表現 ｡
34 黄金 の勇 士 の フ ォ ー ク ロ ア的呼称｡ 猟師たちが彼 に獲物を捧げねばならない ことを示唆
して い る ｡
85 これらはす べ て黄金 の勇士 - の供物に定められた動物で ある o
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